
同一性と差異に着目した反復表現

　人はある対象を認識する際、記憶にある似ているものと比較
することでその特徴を相対的に認識しようとする。その際、比
較する対象には必ず同一性と差異の 2 つの側面がある。それら
は対になる概念でありながら相互に依存しあう関係でもある。
その特徴を捉えるには差異が必要である一方で、その比較は同
一性の存在によって成立する。

 　空間を比較し認識する際も同様であると考える。ある一つの
空間の特徴をその単体のみで把握することは難しいが、反復さ
れた空間が存在することで、それらの比較によって大きさ、形、
開口などを相対的に認識することを可能にし、空間を構成する
あらゆる部位への観察、発見を促してくれるのではないかと考
える。本研究では、反復という形態操作を通して、空間におけ
る同一性と差異の関係を捉えなおし、比較可能な空間について
考えることを目的とする。

　ド イ ツ 出 身 の 哲 学 者 マ ル テ ィ ン・ハ イ デ ガ ー【Martin 
Heidegger,1889-1976】は存在の本質を追究するために著書
の中で「同一性と差異」という概念を用いている。そこでは、
存在は差異の中から現れ、その背後には同一性があるとして
いる。即ち、全体性のなかで現れる個別的な存在は、差異によっ
て他のものと区別されるが、それら差異は同一性の存在によっ
て成立している。

　上記の視点が表現されているミニマル・アート作品がある。
1960 年代アメリカのミニマリズムアーティストの 1 人である
ドナルド・ジャッド【Donald Judd,1928-1994】は、作品の中
で同じあるいは近しいものの反復操作をしている。図 2-1 の
作品は、並んでいる箱の中に枚数や位置や向きの異なる板が
入っている。しかし、それらの違いを認識できるのは、箱が
反復されたうえで、その大きさ、素材、間隔、高さが統一さ
れているからであり、また同時に、その同一性は差異によっ
て強調されている。このように同一性と差異は表裏一体かつ
相互依存の関係にあることがわかる。

　建築においても形態操作としての反復は様々な地域や様式、
思想において採用されてきた。図 2 にその変遷の概観をまと
める。中世以前の西洋建築においては、技術的、材料的な制
約もあり、列柱空間など多くの建築部位で反復がなされた。
近代の工業化の時代においては建材の規格化が進み結果とし
て均質な空間が生産された。近代以降はそこからの脱却を目
指すべく多様性や複雑性をはらんだ空間表現、思想が多く生
まれた。ヨーン・ウッツォンの Addictive Architecture、オラ
ンダ構造主義、メタボリズムはそれらの 1 つとして挙げられる。
また、多様性を目指した別の動きとして、70 年代以降は古典的、
土着要素や図像、幾何学のコラージュによる建築表現が多く
の作品でなされた。90 年代以降は、一建築内部での空間の大
きさやプロポーション変化を使った多様な表現が試みられた。
この変遷の文脈に即した本研究の試みは、空間の大きさや構
成に加えて、それらに関わらない開口や壁厚といった部位も
空間表現の一つと捉えて、比較を通した空間の特徴把握を促
すことにある。

　対象事例の図面および建築写真より、各事例の同一性（反復）
および差異の表現されている部位をそれぞれ取り出す。表中の
下線はそれぞれ反復表現に直接関わっている同一性または差異
の部位を示す。
　部位は空間形態に直接影響するもの ( 平面寸法、天高など )（図
4-1）、隣室との関係に影響するもの ( 内部開口寸法、壁厚など )

（図 4-2）、用途に関係するもの ( 機能、仕上げなど )（図 4-3）
が確認された。
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同一性：平面寸法、天高、建具、

　　　　各仕上げ

差異　：機能、開口幅、壁厚

No.14

同一性：平面寸法、壁厚、壁高さ、

　　　　開口位置、開口寸法

差異　：床仕上げ、屋根の有無、

　　　　機能

60s~
メタボリズム

60s~
Addictive Architecture
( ヨーン・ウッツォン )

60s~
オランダ構造主義
( アルド・ファン・アイク )

ルネサンス建築

寺院建築

古代ギリシャ建築

19c~
工業化による建材の規格化

均質空間

列柱空間

バシリカ・パッラディアーナ

黒川紀章　中銀カプセルタワービル (1972)

　Aldo van Eyck　アムステルダム孤児院 (1960)

L. Kahn　キンベル美術館 (1972)

OFFICE KGDVS　25 Rooms (2008)

1966 年
『対立性と多様性』
(R.ヴェンチューリ )

70s~ ポストモダン
土着要素や図像のコラージュ

（ケネス フランプトン）

90s ～ 
建築内部での大きさ、プロポーション変化
長谷川、塚本

山田
反復による空間の比較、把握

工
法
的
制
約

合
理
化

多
様
性
を
目
指
し
た
動
き

モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
動
き

建
築
内
部
で
反
復

複
数
の
建
築
間
で
反
復

　前章で言及した通り、90 年代以降、空間の大きさやプロポー
ション変化による空間表現が見られるようになった。そこで本
章では、90 年代以降の建築作品のうち、形態の反復により空間
の同一性または差異を表現している事例 29 件を対象に、その
空間表現に関わっている部位および配列について分析する。（表
4-1）

No. 設計者 作品名 竣工年 用途 同一性 差異 配列方向 着目図面
1 Pezo von Ellrichshausen

Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen
Pezo von Ellrichshausen

Casa Poli 2005 住宅 壁厚、幅、各仕上げ 天高、奥行き、開口位置、開口寸法 2方向 平面、断面
2 Casa Parr 2008 住宅 天窓寸法、天高、中庭平面、屋根高さ 幅、天井形状、奥行き 多方向 平面、断面
3 Casa Endo 2010 住宅 壁厚、平面寸法、開口寸法、開口位置天高、各仕上げ 機能、軒長さ 2方向 平面
4 Casa Arco 2011 住宅 平面寸法、開口寸法 機能 2方向 平面
5 Casa Solo 2012 住宅 平面寸法、開口寸法、各仕上げ 機能、天窓位置 2方向 平面
6 Casa Cien 2011 住宅 平面寸法、開口寸法、開口位置、各仕上げ 天高、壁厚、天窓の有無 1方向 平面、断面
7 Casa Wolf 2007 住宅 幅、各仕上げ 天高、開口寸法、機能 1方向 平面、断面
8 Casa Rivo 2003 住宅 幅、内部開口幅、床仕上げ、外部開口寸法 天高、開口位置、奥行き 1方向 平面、断面
9 Casa Guna 2012 住宅 平面寸法、開口位置、天高、天窓位置 機能、壁厚、開口寸法 2方向 平面

10 Cultural centre Luna 2021 文化施設 幅、各仕上げ 天高、開口寸法、開口位置、円の使い方 2方向 平面
11 Falo Pavillion 2010 パビリオン 平面寸法、開口寸法、各仕上げ 機能 1方向 平面
12 OFFICE KGDVS 25 Rooms 2008 住宅 平面寸法、開口位置、開口寸、壁厚 機能 多方向 平面
13 OFFICE KGDVS Villa 2012 住宅 平面寸法、天高、開口寸法、階ごとの仕上げ 機能、壁厚、内外 2方向 平面、断面
14 OFFICE KGDVS Weekend House 2012 住宅 平面寸法、壁厚、壁高さ、開口位置、寸法 床仕上げ、屋根の有無、機能 1方向 平面、断面
15 OFFICE KGDVS Arvo Part Center 2014 音楽施設 隣室との幅 機能、内外、天高、床壁仕上げ、隣室との奥行き 2方向 平面、断面
16 OFFICE KGDVS Villa Urbana 2013 住宅 幅、柱間、柱仕上げ 機能、内外、奥行き、床仕上げ 2方向 平面
17 OFFICE KGDVS Villa Der Bau 2015 住宅 平面寸法、天井高、建具、各仕上げ 機能、設え、開口幅、壁厚 2方向 平面
18 Go Hasegawa House in a Forest 2006 住宅 切妻天井、天井勾配 各仕上げ、天井素材、断面プロポーション 1方向 断面
19 Go Hasegawa House in Gotanda 2006 住宅 幅、各仕上げ 階高、奥行き、機能 1方向 平面、断面
20 Aires Mateus Casa en Merides 2013 住宅 開口寸法、天高、各仕上げ 奥行き、梁の方向、開口数、機能 1方向 平面
21 SANAA Almere 2006 文化施設 建具寸法、矩形、床仕上げ 平面寸法、壁厚 2方向 平面
22 SANAA Zollverein school of Management and Design 2006 文化施設 素材、正方形開口 開口位置、開口寸法、開口数 多方向 立面
23 SANAA Christian Dior building Omotesando 2003 商業施設 各仕上げ、平面寸法 階高 1方向 断面、立面
24 SANAA 船橋アパートメント 2004 集合住宅 平面寸法、各仕上げ、階高 機能、開口位置、開口寸法、壁厚 1方向 平面、立面
25 Oswald Mathias Ungers House Ungers 1995 住宅 開口位置、開口寸法、壁仕上げ、壁厚 機能 1方向 平面、立面
26 Peter Markli La Congiunta 1992 ギャラリー 幅、天井形状、架構、壁厚、各仕上げ 奥行き、天高 1方向 断面
27 E2A Atelier 2017 住宅 屋根形状、幅、各仕上げ 床高、開口位置、天窓の有無、機能 1方向 平面、断面
28 E2A Deaconry Bethanien 2017 集合住宅 開口位置、開口寸法、素材、間隔 サッシの動く方向 2方向 立面
29 RCR Horizon house 2013 住宅 幅、天高、開口寸法 間隔、機能、奥行き 1方向 平面、立面

　反復を反復たらしめているのは、ある単位が同一面上に複数
並べられていることにある。このことから、今節では前節で取
り出された部位とその差異表現が見られる図面との対応関係を
見る。各図面の対応関係[同一性/差異]は、平面では[平面寸法,
開口位置 / 機能 , 開口幅 , 開口数 ] が多く見られ、断面では [ 幅 ,
天井形態 / 天高 ]、立面では [ 幅 , 開口形状 / 階高 , 開口寸法 ,
開口位置 ] が多く見られた。図 4-4 に、平面、断面、立面図上
に明快な差異表現のある事例を示す。

No.18 No.13 No.27 No.22 No.23

同一性 /差異

配列面

天井形状 /プロポーション

断面

平面寸法 /機能

平面

天井形状 , 幅 / 床高 , 開口有無

断面

正方形開口 /開口寸法

立面

平面寸法 /階高

立面

　この節では、作品の中で反復操作を多用している現代建築家
グループの反復の特徴についてそれぞれ記述することを通して、
筆者の反復操作との相対化を試みる。

　南 米 チ リ を 代 表 す る 建 築 家 ユ ニ ッ ト【Pezo von 
Ellrichshausen, 2002-, Chile】。彼らの住宅作品の多くは反復され
る矩形の居室の間を幅 1000mm ほどの細い空間が媒介する。そ
の細い空間には水廻や階段といった機能が収められると同時に、
矩形の居室の拡張余地にもなる。これにより規則性をもつ差異
が平面的に表れる。また作品の敷地の多くは急峻地にあるため、
その地形に応答した断面的な差異表現も多く用いられる。

　オ フ ィ ス KGDVS【OFFICE Kersten Geers David Van 
Severen,2002-,Belgium】の作品の多くは、反復された空間単位
のみで平面的に空間が構成されている。室間の差異は空間形態
ではなく、機能や開口、仕上げによってつけられ、隣室との微
差が強く意識される。

　SANAA【SANAA,1995-,Japan】の作品は、シンプルな空間
単位や構成をとりながらもその単調さを消すように反復操作が
されている。大きさの異なる正方形開口を多数用いたり、平面
形態を同じにして階高を変えたり平面的にずらしたりするなど、
経済合理性から要請される同一性を取り入れたうえで実現可能
な差異を空間表現に用いている。

　室間の距離や壁厚を同一性 / 差異表現として取入れるために
緩衝空間 ( “図” の部分 ) を設ける。初期設定としてその幅を
1000mm とし住宅の諸機能や設え・階段を納める。そこに入る
機能に合せて幅は伸縮する。（図 5-4）

　反復する空間単位は一辺 2100 ㎜の立方体とする。前節で言
及したように、室の配列・反復を平面的・断面的に等価に行う
ために単位空間の形態を立方体とした。また、寸法は単位空間
が一居室として成立するよう各辺 2100 ㎜と設定した。（図 5-3）
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　90 年代以降の建築作品および現代建築家グループの反復操作
について同一性 / 差異の観点から概観した。取り上げたグルー
プはいずれも平面や立面などある一面上に展開される反復表現
を行っていた。次章では立体的な反復操作による同一性 / 差異
表現を提案する。

　山梨県富士吉田市の斜面地の一角を敷地とした住宅を提案す
る。開口から見える景観を、明快な同一性 / 差異表現の一つと
するために、住宅、森、富士山と、四方にそれぞれ異なる景観
を持つ敷地を選定した。また、プログラム上その建築の使用者
が全ての部屋を経験、比較できるものとするために建築用途と
して住宅を選択した。

　単位空間の配列とその数によって隣室との同一性および差異
のつけ方には違いが生じる。図 5-2 に配列方向と反復数による
隣室関係の違いをまとめる。1 方向配列では、室間の差異が空
間体験上連続的に認識されるため、比較される同一性 / 差異表
現が明快になる。また、2 方向配列では、一つの室に対して必
ず複数の隣室があるため、動線が複数通りになり、比較される
表現が多層的になる。今回の提案では、1 方向配列と 2 方向配
列の特徴を取り入れながら立体的に同一性 / 差異表現をつくれ
る 4×4×4 の配列を採用する。

　本提案において表現される [ 同一性 / 差異 ] は [ 平面寸法 ,
天高 , 外部開口寸法 / 機能 , 壁厚 , 開口位置 , 開口寸法 , 開口数 ,
仕上げ ] である。また同時に、図 5-2 で示したような反復数
ごとの小まとまりにおいても各々個別の同一性 / 差異表現を
行う。

　2 章で言及したように、「同一性と差異」概念において、存
在は個々の存在間における比較、相互関係によって認識され
る。このことを今回の提案に当てはめて考えると、反復され
る単位空間は立方体という最もニュートラルな形態をとりな
がらも、個々の単位空間の特徴は空間そのものではなく、他
の空間との関係によって規定される。即ち、隣室との距離、
壁厚、隣室と接続するための開口、床レベル差といった隣室
との相対的な差異によって規定される。

反復数２（1×2）
1 方向上に配列

2 方向に配列

反復数３（1×3）

反復数 4（1×4）

2×2

3×3

4×4

4×4×4

比較しやすい
差異は程度によらず必ず二項対立になる

（大小、高低、明暗、、、）
差異の解像度は低い

グラデーションが作れる
室同士の間隔の比較も可能になる
中央と両端がある

隣室が必ず 2 つある
中央の室が無い
単位の形によらずシンメトリー

1×3 とも読める
中央の室がある
隅ではない室が発生
隣室の数が増える

1×2 とも 2×2 とも 1×4 とも読める
内側と外側がある

隣室が 3 つ以上ある
上記の配列のまとまりを立体的に組み
合わせることができる

反復数２とも読める
シンメトリーを作れる
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